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は DNA保存液 15mlとともに 4℃にて保存した。 
 





ゲノム DNA１μg を使用し EpiTect バイサルファイトキットを用いバイサルファイ











M-score 3点以上の検体では AUC0.71, 感度 61.5%, 特異度 74%で膀胱癌再発診断が
可能であった。また M-score3 点以上の検体では 2 点以下の症例と比較して有意に無
再発生存率が不良であった (P < 0.01, Log-rank test)。MML が高い検体では
AUC0.77、感度 73.1%、特異度 71.8%で膀胱癌再発診断が可能であり、かつ、高MML
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論文題名 
Evaluation of urinary DNA methylation as a marker for recurrent bladder 
cancer: A two-center prospective study 
尿中 DNA メチル化解析による膀胱癌再発診断の２施設前向き研究 
結果の要旨 
 
本研究では筋層非浸潤性膀胱癌の既往を有する患者を対象として、尿中 DNA メチル化解析
による膀胱癌再発診断、および再発予測を検討することを目的とした。マイクロ RNA遺伝
子の DNAメチル化が高い検体では膀胱癌が存在するリスクが高く、また、将来の膀胱内再
発のリスクも高いことが示された。さらに DNAメチル化が高い検体では、根治的膀胱摘除
を要するリスクが高い可能性も示された。以上の結果から、本研究は博士（医学）の学位
授与に値すると審査委員全員に認められた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
